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自身の PC にinstall しているソフトを使って予習してきてもらいます.そして,演習中
にはそれと関連する課題を仕上げます.さらにその作業の進め方は,ペア作業から,ペ
ア試験,さらにペア評価へと変遷してきました.これらの内容はすでに RIMS 研究集会











テキストは一般公開するため,github にあげて [5] , nbviewer から見れるように設定
しています [6]. これらは,長年改定を加えてきたMaple のテキストをpython のsympy
およびscipy(numpy をふくむ) ライブラリを利用するようにcommand を変更しました.
学生 PC は関西学院大学が提供する windows7で動く PC にanaconda, jupyter notebook
をinstall しFireFox で動くようにしています.jupyter notebook の使用法は少し慣れが
必要ですが,web browser の通常の操作であり,GUI(graphical user interface) での直観
的な入力 編集が可能であるため,学生には馴染みやすいようでした.ただし,
 \bullet IE でjupyter notebook が反応しない (browser の再起動)
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 \bullet 起動時の home directory がどこかわからない
 \bullet pfintout の一部が欠ける (IE のバグ FireFox で解決)











表2: 各年度xの  \equiv D\wedge試,験内  \overline{A^{\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}}} とその配配  \ovalbox{\tt\small REJECT}^{[},\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small 
REJECT} 5.
年度 内容 (配点) 平均点
 \overline{2012\prime_{I^{1}I}\{微_{}J\supset(10+10)\Supset\not\supset(10+10)+
線_{}t線形_{}\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\ovalbox{\tt\small REJECT}
^{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}^{\ovalbox{\tt\small REJECT}\backslash }+積^{}
\ovalbox{\tt\small REJECT}\backslash ,E_{\backslash }}代代  R\star^{\backslash \prime}数  (10+10)+セ  \sqrt[\backslash ]{} タ  -(20+20) 86
2013 微積分  (10+15)+線形代数  (10+15)+センター  (25+25) 71
2014 微分  (10+10)+積分  (10+10)+線形代数  (10+10)+センター (40) 69
2015 微分  (15+10)+積分  (15+10)+線形代数  (15+10)+センター  (5+20) 80
2016 微積分  (15+15)+線形代数  (15+15)+センター  (10+30) 57
2017 微積分  (15+15)+線形代数  (15+15)+センター  (10+30) 62
 -2018 微積分  (15+15)+線形代数  (15+15)+センター  (10+30) 49
内容と配点は表2の通りです.センターと書かれたのは,センター試験の数 IA ある




試 数学  II\cdot B 第2問(2) 」を使い,その一部を変更しました.変更前は,
座標平面上の放物線  y=1-x^{2} を  C とする.
  \frac{1}{2}<b\leq 1 として,放物線  C 上の2点  Q (‐1,0) と  R(1-b, 2b-b^{2}) を通る直
線を  m とする.
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という冒頭の箇所に対して,
前間の放物線  C の方程式を  y=1-0.5x^{2} として問題を解け.放物線  C 上
の2点は  Q(-\sqrt{2},0) とR(轟  -b,  1-(\sqrt{2}-b)^{2} ) と読み替えよ.また,  S_{2} を


















 1I  -1t*21
 -\iota\tau\yen\  \prec u_{1}  -1^{\prime 1}t\vartheta.
















表3:  \wedge °ア(  -\ovalbox{\tt\small REJECT}rightarrow\vec{D}部ス  \ovalbox{\tt\small REJECT}リ  -マ  \sqrt[\ovalbox{\tt\small REJECT}]{} セ  \ovalbox{\tt\small REJECT}ル) に  \sim よる  \uparrow_{\backslash \mp}\ovalbox{\tt\small REJECT} 1\ovalbox{\tt\small REJECT}




 A 65 755010  B 40 040  C 90 1050
 A 65 7010  B 15 455515  C 75 501045
 A 85 209060  B 35 3065  C 90 301015
 A 95 307560  C 80 1010
A 55 6030
A 70 253070  D 35 150
A 95  302575
A 60 6030
Agroup できるのと,できないのが組んで,できないのが自覚できてなかった.
 B group できてなくて,頑張ったんやけど,片方がダメやった.
 C group できてて,油断した





































 \bullet python に少しでも関われてよかった。
 \bullet python という時代に即した言語を学習することができてとても良かった。また、
教材が GitHub で管理されていることから、直接修正依頼を送ることができ他の
授業と比べてスムーズにミスの修正をしていただくことができた。
 \bullet はじめて python について学んだがとりあえずコマンドがとても多いと思った。勉
強しても新しいものがどんどんでてきてコマンドがないと実行できない操作が多
くこの点が  c 言語と大きく違っていると感じた。















deep learning, 機械学習,データの前処理,plot が充実している
世界中の人が使いまくってる
などがあります.python あるいはsympy の数式処理の性能というより,jupyter notebook
の編集作業の性能に対する好感触や周辺環境の充実が強みです.まとめると,




 \bullet 一方,sympy は性能は高くないが,学生の食いつきは驚くほどいい.
この差は,学習で最も大切とされる 「動機」 に訴えるんでしょうね[7]. マスコミのおか
げで,python はとっても役に立つように見えるんですよ,学生には.私の本音は,「Maple
がjupyter notebook で動くと嬉しい」 んですが...
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